
羅

纂

印
度
　
の
　
博
物
館

は
　
し
　
が
　
き

　
駄
洲
よ
り
の
飾
路
、
私
は
コ
ロ
ム
ボ
に
上
陸
し
て
、
セ
イ
ロ
ン

か
ら
イ
ン
ド
内
地
に
亙
っ
て
　
ク
月
飴
の
旋
行
を
試
み
た
が
そ
の

臼
的
は
主
と
し
て
佛
教
美
術
に
倒
す
る
も
の
を
牧
藏
陳
列
す
る
博

物
館
の
見
學
に
あ
っ
た
。
こ
の
幅
飛
は
右
の
や
う
な
目
的
で
私
の

見
て
廻
っ
た
博
物
館
の
心
墨
え
で
あ
っ
て
、
同
じ
や
う
な
目
的
で

將
來
印
度
の
博
物
館
を
見
事
し
ょ
う
と
す
る
方
の
手
引
に
て
も
と

思
っ
て
書
き
綴
っ
た
迄
で
あ
る
。

一
　
コ
　
ワ
　
ム
　
ボ

コ
ロ
ム
ボ
は
歓
洲
航
路
の
窃
泊
地
で
あ
る
か
ら
東
西
往
來
の
族

　
　
　
　
印
度
の
博
物
館
　
（
橋
川
）

橋
，

ノ

正

客
が
、
停
泊
中
の
待
間
を
利
堀
し
て
そ
の
博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と

も
纏
來
る
か
ら
、
可
な
り
汎
く
知
ら
れ
て
み
る
と
思
ふ
が
、
｝
慮

の
説
明
を
試
み
て
お
か
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
博
物
館
は
ヰ
ク
ト
リ
ァ
公
園
の
｝
隅
に
あ
っ
て
澗
患
う
ち
朋
け

頗
る
形
勝
の
地
を
占
め
て
み
る
。
正
面
玄
開
の
前
に
立
っ
て
る
る

銅
像
は
グ
レ
ゴ
リ
イ
（
留
，
≦
自
§
9
，
ω
σ
q
9
、
団
）
で
、
一
八
七
二
年

か
ら
七
七
年
に
亙
る
間
の
総
督
で
あ
る
。
叉
館
の
向
っ
て
右
乎
芝

生
の
中
に
あ
る
石
造
早
立
は
、
セ
イ
ロ
ン
の
古
都
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
、
盗
座
の
四
面
に
各
九
個
の
頭
部
の
彫
刻

が
あ
り
、
．
セ
イ
ロ
ン
の
古
代
美
術
を
槻
る
一
資
料
で
あ
る
。

　
こ
の
博
物
館
は
一
八
七
七
年
の
創
立
に
係
り
、
歴
史
、
美
衛
と
自

然
科
墨
の
諸
部
門
に
亙
っ
て
み
る
。
陳
列
は
左
程
豊
富
と
い
ふ
こ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
一
期
　
　
第
四
號
　
　
　
晶
ハ
〇
五

（69）
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即
度
の
憧
町
物
識
…
　
（
橋
川
）

と
は
繊
來
ぬ
が
、
セ
イ
ロ
ン
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
の
是
非
一

度
は
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　
立
關
を
入
っ
た
左
手
の
廊
下
に
和
薗
裂
の
銅
鐘
一
口
（
高
約
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
レ
イ
ブ

尺
八
寸
）
が
陳
列
さ
れ
て
み
る
が
、
も
と
コ
ロ
ム
ボ
の
奴
隷
島
に

あ
っ
た
も
の
で
、
鐘
の
上
部
に
一
七
六
八
年
の
銘
が
あ
り
、
下
部

に
は
シ
ン
ハ
リ
語
で
綴
っ
た
銘
が
蟻
崩
さ
れ
て
み
る
。
蘭
領
時
代

の
セ
イ
ロ
ン
を
物
語
る
遺
物
の
一
で
あ
る
。
こ
・
の
陳
列
品
を
見

る
に
は
ク
ゥ
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
氏
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
紀
要
が
好

屡
考
で
あ
る
。
（
寓
①
菖
○
冨
o
h
窪
o
O
o
δ
旨
び
。
累
話
①
鐸
β
o
Q
豊
＄

》
．
窯
。
．
一
）
該
紀
要
は
ブ
ロ
ン
ズ
だ
け
に
つ
い
て
草
は
あ
る
が
、

佛
教
美
術
に
關
す
る
陳
列
晶
の
大
部
分
を
誰
し
て
み
る
。
一
九
一

四
年
の
開
版
で
あ
る
。
今
そ
の
幅
下
ぞ
叙
乱
す
る
逞
は
な
い
が
、

佛
座
像
と
し
て
は
五
・
六
世
紀
の
作
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
に
最
も

注
図
し
た
。
こ
の
像
の
胸
腹
部
は
痛
く
儲
れ
て
み
る
が
、
右
手
は

與
願
印
を
な
し
左
手
に
蓮
華
を
摺
り
、
螺
髪
に
し
て
偏
報
右
肩
全

高
五
四
・
五
サ
ン
チ
と
い
は
れ
る
。
錫
蘭
佛
像
の
一
作
例
と
し
て

見
逃
す
こ
と
は
出
身
ぬ
。
又
菩
薩
像
と
し
て
は
、
恐
ら
く
彌
勒
で

あ
ら
う
と
い
舷
れ
る
四
六
。
五
サ
ン
チ
の
立
像
を
引
け
よ
う
。
六
。

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
毬
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
○
山
ハ

七
世
紀
の
製
作
に
係
り
、
可
な
り
強
く
上
艦
を
捻
っ
て
、
左
脚
は

「
遊
び
足
」
を
示
し
て
み
る
が
、
こ
の
像
は
出
土
地
も
明
か
に
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ア
ガ
パ

れ
、
　
ア
ヌ
ラ
ア
ダ
プ
ラ
、
　
ト
ウ
パ
ア
ラ
ア
マ
慰
隣
　
日
7
息
）
側
扇
導
P

U
農
筈
”
の
南
バ
サ
ゾ
ク
・
ク
ラ
ム
　
b
ご
霧
ρ
話
7
図
三
9
・
彦
か
ら
糞
掘

さ
れ
た
と
い
ふ
。
そ
の
他
私
は
議
形
銅
器
、
鍋
造
佛
足
等
を
注
意

し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
機
會
に
譲
っ
て
こ
し
に
は
省
略
す

る
こ
と
に
す
る
。

二
、
マ
　
ド
　
ラ
　
ス
ヨ
ρ
魯
塞

　
私
は
コ
ロ
ム
ボ
を
表
っ
て
錫
繭
の
佛
教
聖
蹟
を
自
動
車
で
巡
遊

し
、
ア
ヌ
ラ
ア
グ
プ
ラ
か
ら
濃
密
に
由
っ
て
、
南
印
度
に
出
で
、

印
度
敏
建
築
と
し
て
は
重
要
な
マ
ド
ウ
ラ
を
縄
て
マ
ド
ラ
ス
に
繊

た
。
こ
の
地
は
サ
シ
ト
メ
（
筏
留
）
縞
の
薩
地
と
し
て
早
く
わ
が
國

に
知
ら
れ
た
が
、
サ
ン
ト
メ
ら
Q
p
⇒
目
6
B
勲
ー
ー
触
巴
暮
臼
ぎ
ヨ
霧
）
の

名
の
因
っ
て
起
つ
た
加
持
力
敏
の
大
伽
藍
（
一
五
〇
四
年
建
立
）
は

今
も
倫
そ
の
海
岸
に
嚴
存
す
る
。

　
こ
の
地
の
博
物
館
環
包
猛
。
。
0
9
、
o
同
諺
○
導
ブ
．
回
霧
。
毎
昌
は
コ
ロ

ム
ボ
と
同
様
磯
部
潤
よ
の
成
る
ガ
、
　
一
八
四
六
年
三
來
、
バ
ル
フ

（70）



オ
ァ
櫨
肛
士
U
罫
切
肩
甲
O
燭
円
の
湿
田
集
に
係
り
、
　
一
九
〇
九
年
・
に
關
四
設

さ
れ
た
ヰ
ク
ト
リ
ァ
女
皇
記
念
館
が
併
置
さ
れ
、
相
當
に
大
き
な

建
造
物
よ
り
成
っ
て
み
る
。
私
が
こ
の
博
物
館
を
訪
ね
た
所
以
は

い
ふ
迄
も
な
く
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
　
》
管
鶏
奨
薮
の
佛
教
美
術
を
見

む
が
た
め
で
、
か
つ
て
倫
敦
の
大
英
博
物
館
で
見
た
所
の
一
部
と

併
せ
見
て
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
美
衛
の
今
般
に
通
じ
た
い
と
い
ふ
目
的

の
た
め
で
あ
る
。
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
は
マ
ド
ラ
ス
の
北
方
ク
リ
シ
ナ

河
の
右
岸
に
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
ア
ン
ド
ラ
王
國
渉
巳
プ
唇
の
首

都
で
あ
の
、
南
方
佛
教
の
一
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
塔
婆
の
彫

刻
が
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
美
術
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ

の
奨
術
は
フ
エ
ル
ガ
ッ
ソ
ン
の
印
度
建
築
史
第
一
巻
を
は
じ
め
、

印
度
美
術
愛
を
古
く
何
れ
の
研
究
に
も
高
調
さ
れ
て
る
る
か
ら
，

そ
の
贋
値
を
改
め
て
喋
々
す
る
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。
私
は
二
日

に
亙
っ
て
、
マ
ド
ラ
ス
滞
在
の
大
部
分
を
そ
の
見
畢
に
献
ぴ
た
の

で
あ
っ
た
。
、

　
こ
Σ
に
は
バ
ア
ゼ
ス
に
よ
っ
て
設
か
れ
た
ア
マ
ラ
フ
テ
イ
塔
婆

の
彫
刻
と
共
に
ジ
ヤ
ツ
ガ
ヤ
ペ
ツ
タ
塔
婆
の
彫
刻
…
（
U
罫
｝
・
聾
7

σq

@
ω
。
。
…
諺
語
碧
く
銭
醤
鳥
冒
器
亀
p
冒
。
§
ω
9
冨
ρ
h
9
畠
8
L
G
。
。
。
博
）

　
　
　
　
　
中
渡
の
博
物
館
　
（
矯
斑
）

が
あ
っ
て
、
私
共
の
心
を
牽
く
も
の
が
多
い
が
、
更
に
ゴ
リ
村

○
皇
≦
謬
ρ
○
募
葺
望
ω
三
9
附
近
の
一
塔
婆
の
佛
教
彫
刻
に

渇
す
る
報
告
の
難
行
さ
れ
て
る
る
こ
と
を
こ
、
に
併
せ
て
紹
介
し

て
お
か
う
。
該
報
告
は
新
集
第
一
巻
第
一
部
で
一
九
二
九
年
の
嚢

行
で
ラ
マ
チ
ヤ
ン
ド
ラ
ン
氏
時
言
●
男
§
9
画
き
曾
醤
の
執
筆

に
成
っ
て
み
る
が
、
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
美
術
と
比
較
封
照
す
べ
き
有

力
な
南
方
佛
教
美
術
の
噸
群
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
設
に
よ
れ
ば
、

ゴ
リ
塔
婆
と
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ
の
第
四
期
と
の
間
に
は
密
接
な
關
係

が
あ
り
、
共
に
三
世
紀
に
属
す
べ
き
も
の
と
推
定
さ
れ
て
る
る
。

老
中
こ
の
報
告
を
讃
み
な
が
ら
私
の
興
味
を
牽
い
た
の
は
ゴ
リ
と

共
に
ズ
お
鶏
冒
禦
ぎ
⇔
号
と
い
ふ
地
名
の
出
て
誤
る
こ
と
で
、
龍

樹
の
影
響
に
つ
い
て
云
々
さ
れ
て
る
る
こ
と
は
、
勿
論
更
に
瞼
討

を
必
要
と
す
る
が
、
南
方
佛
敏
の
研
究
上
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
鮎

で
あ
る
。三

、
　
バ
ソ
が
買
婁
ル
　
ゆ
き
α
q
巴
○
お

　
バ
ン
ー
ガ
ロ
…
ル
は
マ
イ
ソ
ー
ル
州
の
一
篇
口
巴
、
私
は
マ
ド
ラ
ス

か
ら
ゴ
ァ
へ
の
途
上
、
汽
車
の
時
間
の
都
合
上
聖
日
を
こ
・
に
喪

　
　
　
　
　
　
第
t
T
山
ハ
巷
　
　
餓
〃
四
號
　
　
　
山
ハ
〇
七

（71）



　
　
　
　
　
印
度
の
博
物
鎗
（
欝
）

さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
謀
ら
す
も
そ
の
博
物
舘
を
訪
ふ
機

會
を
得
た
。
も
と
よ
り
わ
ざ
く
訪
ね
る
程
の
必
要
の
な
い
博
物

館
で
は
あ
る
が
、
私
の
備
忘
録
の
｝
節
と
し
て
加
へ
て
お
か
う
。

　
こ
・
に
は
佛
教
美
術
に
識
す
る
も
の
は
一
書
も
な
か
っ
た
が
、

書
那
教
驕
係
の
青
銅
像
大
小
四
躯
は
何
れ
も
コ
ラ
ア
図
。
貯
地
方

の
も
の
と
し
て
陳
列
さ
れ
て
み
る
。
鱗
皮
製
日
本
の
三
味
線
と
記

さ
れ
て
み
る
の
は
、
所
謂
蛇
皮
線
で
も
込
よ
り
日
本
製
で
は
な
く

音
締
の
象
牙
嬉
、
合
傘
」
の
二
字
が
朱
刻
さ
れ
て
み
る
。
若
し
こ
れ

が
眞
に
B
本
の
三
味
線
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
往
昔
法
八
三
藏
が
故

國
の
白
扇
を
見
て
郷
愁
に
堪
へ
ざ
り
し
が
如
く
、
私
も
恐
ら
く
こ

の
マ
イ
ソ
ー
ル
州
の
邊
境
で
族
愁
を
蜷
え
た
こ
と
で
あ
ら
う
が
、

琉
球
或
ひ
は
南
海
の
蛇
皮
線
で
あ
っ
た
こ
と
は
幸
ひ
で
あ
っ
た
。

　
然
し
こ
Σ
に
日
本
の
三
味
線
に
熱
す
る
一
挿
話
を
記
す
こ
と
を

許
さ
れ
た
い
っ
そ
れ
は
マ
ド
ラ
ス
で
會
つ
た
大
阪
の
人
G
氏
の
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
を

で
あ
る
が
、
三
味
線
の
檸
材
と
し
て
用
ふ
る
受
木
は
從
前
支
那
商

人
の
手
を
経
て
輸
入
し
、
支
那
簡
入
は
そ
の
漆
地
を
秘
し
て
講
ら

す
、
高
預
の
代
金
を
支
携
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
そ
の
原

産
地
を
探
る
べ
く
支
那
に
渡
っ
て
そ
の
支
那
に
産
せ
ざ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
錨
十
↓
ハ
雀
　
第
一
四
號
　
　
　
山
ハ
〇
一
八

知
り
緬
句
の
ラ
ン
グ
ー
ン
地
方
で
上
流
謎
會
の
火
葬
に
件
の
紅
木

の
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
ラ
ン
グ
ー
ン
に
赴
い
た
が
、
そ
の

緬
句
に
産
せ
ざ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
苦
心
の
来
遽
に
マ
ゼ
ラ
ス

州
が
そ
の
原
産
地
な
る
こ
と
を
知
っ
て
、
マ
ド
ラ
ス
に
移
り
支
那

商
人
の
手
を
配
す
し
て
直
接
わ
が
國
に
輸
入
す
る
に
至
っ
た
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
紅
木
、
そ
の
名
を
英
語
で
は
二
巴
し
。
謬
亀
費
ω
喚
o
o
鳥

と
呼
ば
れ
、
各
方
を
型
興
0
8
壱
蕊
ω
p
・
謀
⇔
ぎ
μ
蕊
と
い
ふ
こ
と
を

マ
ド
ラ
ス
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て
み
る
木
材
の
標
本
に
つ
い
て
親

し
く
知
る
こ
と
が
翫
來
た
。
三
味
線
に
因
ん
だ
興
味
あ
る
こ
の
一

挿
話
を
こ
れ
で
結
ん
で
お
か
う
。

四
、
ボ
　
ム
　
ベ
　
イ
　
ゆ
○
ヨ
ぴ
ミ

　
ボ
ム
ベ
イ
の
博
物
館
の
正
し
い
名
は
目
6
二
言
。
Φ
9
毛
・
・
冨

累
目
覆
§
O
h
ノ
く
象
9
一
首
鳥
貯
と
い
ひ
、
一
九
〇
五
年
、
現
英
帝

ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
師
位
爾
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
エ
ー
ル
ス
な
り
し
時

そ
の
定
礎
式
が
行
は
れ
た
も
の
で
、
美
術
、
考
古
墨
、
博
物
、
森

林
の
四
部
よ
り
成
っ
て
み
る
。
そ
の
美
術
部
に
は
印
度
波
斯
そ
の

青
青
洲
各
國
の
絡
識
、
気
無
品
等
を
陳
列
し
、
考
古
墨
部
は
更
に

（　’ik）　）



三
分
さ
れ
て
、
（
一
）
印
度
教
、
（
二
）
誉
那
教
、
史
前
や
外
邦
古
物

（
三
）
佛
教
と
な
っ
て
み
る
が
、
そ
の
佛
教
門
に
は
ア
マ
ラ
ワ
テ
イ

塔
婆
の
彫
刻
、
塑
像
や
健
駄
耀
派
の
彫
像
浮
彫
等
が
著
名
で
あ

る
。
然
し
私
の
特
に
興
味
を
そ
・
つ
九
の
は
認
勘
差
寄
国
げ
器

目
μ
鴛
及
び
勺
9
爵
鴛
地
方
の
出
土
品
、
墜
ち
聖
蹟
や
彫
刻
で
あ

る
。
杢
塔
は
大
小
餐
種
あ
る
が
何
れ
も
頗
る
簡
略
な
形
式
的
の
も

の
で
、
上
部
中
央
に
一
塁
孔
を
有
し
、
記
念
物
を
挿
入
し
た
も
の

と
田
心
は
れ
る
。
わ
が
大
和
の
當
鷹
…
一
∴
飛
鳥
地
方
か
ら
密
々
出
土
す

る
下
塗
塔
は
下
薗
中
央
に
一
小
孔
を
有
し
、
籾
其
他
の
も
の
を
挿

入
し
て
み
る
の
と
封
比
し
て
、
そ
の
作
法
を
異
に
し
て
も
塔
婆
の

意
味
は
爾
者
相
通
じ
て
愛
っ
て
み
な
い
っ
叉
圓
板
形
の
縛
の
表
面

上
部
に
小
塔
婆
五
個
を
｝
列
に
現
は
し
、
そ
の
下
部
に
大
塔
婆
十

飼
を
上
下
二
段
に
分
け
て
捺
押
し
た
も
の
も
あ
る
。
彫
刻
中
特
に

優
秀
な
る
は
聖
節
牛
肉
彫
の
鴬
唇
鼻
糞
像
四
面
で
あ
る
。
そ
の
溶

融
に
注
意
す
れ
ば
、
四
像
何
れ
も
通
肩
で
あ
る
が
、
頭
髪
は
螺
髪

襟
三
、
波
線
髪
一
、
野
盗
座
は
蓮
華
座
三
、
四
座
一
に
分
つ
こ
と
が

撫
來
、
四
像
全
く
同
一
で
は
な
く
、
佛
教
美
術
噛
と
し
て
頗
る
高
い

償
値
を
認
め
る
こ
と
が
斑
來
る
。
そ
の
撰
式
よ
り
陣
す
れ
ば
健
駄

　
　
　
　
　
印
度
の
博
物
館
　
（
橋
州
）

選
の
系
統
に
置
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
．
純
印
度
式
の
影
響
を

受
け
て
み
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
ボ
ム
ベ
イ
に
は
な
ほ
ヰ
ク
ト

リ
ァ
公
園
内
に
く
皆
δ
凱
P
巳
益
｝
ヲ
O
N
酔
竃
鐸
ω
①
郎
ヨ
“
が
あ
る
が
、
　
亀

山
と
し
て
ボ
ム
ベ
イ
市
の
糞
壷
史
料
を
興
し
、
至
愚
博
物
館
で
あ

り
同
時
に
物
産
陳
粥
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
・
に
は
省
略
す
る
。

五
、
マ

ツ

ラ

鷺
薄
窪
旦
竃
p
夢
母
ρ
）

　
ボ
ム
ベ
イ
を
後
に
し
て
、
私
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
、
サ
ン
チ
等
、
印

度
佛
教
美
術
と
し
て
代
表
的
な
地
を
訪
ね
、
更
に
北
上
し
て
ア
グ

ラ
に
出
で
、
回
教
美
術
の
粋
に
陶
醇
を
感
じ
た
が
、
ジ
ユ
ム
ナ
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ヅ
　
ヲ

に
沿
ふ
て
マ
ツ
ラ
に
湖
つ
た
。
こ
の
地
は
い
ふ
迄
も
な
く
秣
菟
羅

派
の
名
主
の
獲
絆
地
で
、
マ
ツ
ラ
彫
刻
を
見
よ
う
と
思
ふ
も
の
・

必
ず
一
度
は
訪
は
ね
ば
な
ら
ぬ
地
で
あ
る
。
私
が
こ
・
の
考
古
博

物
館
8
ヴ
。
》
臣
夢
o
O
δ
α
q
一
8
一
翼
蕊
窪
ヨ
纂
鍔
p
夢
ξ
p
を
訪
ね
た

時
は
折
悪
し
く
整
理
の
た
め
閉
館
中
で
あ
っ
た
が
、
名
樫
管
理
者

ク
リ
シ
ナ
氏
口
鉱
b
σ
警
巴
霞
頴
⇒
舞
図
引
｝
6
整
除
巨
”
の
私
邸

に
赴
い
て
漸
く
麻
織
を
許
可
さ
れ
た
。
入
館
す
れ
ば
慮
難
き
ま
で

石
像
に
胤
雑
に
置
か
れ
、
…
槻
賞
す
る
こ
と
は
到
底
嵩
來
な
い
代
り

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
轄
叩
四
號
　
　
　
六
〇
九

（73）



　
　
　
　
　
印
度
の
博
物
館
　
（
橋
川
）

に
，
藏
品
に
自
由
に
近
づ
く
こ
と
の
鵬
來
た
の
は
叉
と
な
い
好
機

會
で
あ
っ
た
。
こ
の
博
物
館
の
沿
革
、
踏
査
言
忌
、
マ
ツ
ラ
派
の

彫
刻
及
び
藏
晶
の
解
論
は
フ
ォ
ー
グ
ル
…
響
士
の
目
録
に
詳
し
く
梅

て
る
る
か
ら
そ
れ
に
．
譲
る
こ
と
に
し
て
一
々
の
叙
説
を
藻
控
へ
て

お
か
う
。
（
冒
男
戸
〈
○
鷺
】
”
O
象
巴
◎
σ
q
器
O
h
夢
①
〉
『
6
ぎ
⑦
o
δ
駐
8
一

冒
霧
窪
導
㌶
旨
⇔
夢
蘇
潜
≧
『
一
6
募
P
一
㊤
一
9
）

↓ハ

A
新
咽
　
デ
　
　
フ
　
　
i
　
　
壌
○
歪
］
）
①
一
露

　
デ
リ
ー
に
下
車
し
た
所
以
は
そ
の
郊
外
に
あ
る
二
個
の
阿
金
玉

建
立
の
石
柱
を
見
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
最
班
都
市
計
叢
の
下
に

新
政
騰
の
完
成
し
た
新
デ
リ
…
の
博
物
館
の
内
容
を
窺
ふ
た
め
で

も
あ
っ
た
。
實
は
．
あ
博
物
館
は
左
程
大
し
た
も
の
と
豫
想
し
て

み
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
住
宅
の
な
い
役
所
ば
か
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ユ
ド

新
市
街
を
難
ね
あ
ぐ
ん
だ
末
、
キ
ン
グ
エ
ド
ワ
ー
ド
街
に
そ
れ
を

探
し
當
て
る
こ
と
が
猷
猛
た
◎
モ
ー
レ
イ
の
案
内
記
を
見
て
も
、

レ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
内
に
假
に
土
俗
薄
物
館
が
あ
る
と
書
い
て

あ
る
が
、
事
實
は
全
く
こ
れ
に
反
し
博
物
館
は
レ
コ
…
ド
・
オ
フ
ィ

ス
の
階
上
と
そ
の
向
ひ
側
の
設
備
の
行
届
い
た
建
物
の
ニ
ク
庭
よ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
錐
四
雨
脚
　
　
　
山
ハ
嚇
○

め
成
り
、
導
者
合
し
て
中
亜
古
代
博
物
尽
目
ざ
○
窪
貯
巴
塗
す

》
匿
ρ
呉
凶
霧
品
目
．
と
魅
す
る
の
で
あ
る
。
何
れ
も
ス
タ
ィ
ン
博
士

の
將
來
に
係
り
、
大
英
博
物
館
に
持
ち
去
ら
な
か
っ
た
残
醗
の
全

部
を
秘
め
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
西
域
研
究
者
は
倫
敦
、
巴
塁

台
岳
の
諸
博
物
館
と
共
に
、
こ
の
新
デ
リ
ー
の
新
ら
し
い
博
物
館

を
實
地
に
覗
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
レ
コ
ー
ド
。
オ
フ
ィ
ス
階
暫
工
の
部
は
吋
一
窒
｛
よ
り
成
爪
り
，
第
一
室

に
は
縮
写
類
、
第
二
室
に
は
紙
本
類
を
主
と
し
て
陳
列
し
て
み

る
。
第
一
室
で
は
激
焼
千
佛
洞
よ
り
獲
見
さ
れ
た
絹
本
三
彩
の
絡

叢
や
幡
の
類
に
先
づ
眼
を
奪
は
れ
る
西
方
既
機
勒
叉
天
王
」
の
銘

あ
る
像
、
「
太
子
初
生
行
七
歩
、
歩
々
蓮
花
生
時
」
の
謎
あ
る
竪
書

の
佛
徳
、
「
南
無
大
聖
無
障
碍
菩
薩
」
，
「
南
無
常
討
手
菩
薩
」
と
記

さ
れ
た
幡
等
枚
墨
に
邊
が
な
い
。
二
舖
の
曼
茶
羅
に
時
の
移
る
を

も
忘
れ
て
吸
ひ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
私
に
は
い
・
思
ひ
患
と
な
っ

て
み
る
。
な
ほ
こ
の
室
に
は
バ
ル
ー
チ
ス
タ
ン
の
史
前
土
器
の
陳

列
さ
れ
て
み
る
こ
と
を
併
せ
て
記
し
て
お
か
う
。
第
二
室
に
於
て

は
千
二
面
偏
見
の
紙
本
墨
端
麗
蹟
眺
沙
門
像
や
カ
ラ
コ
ー
ト
慶
櫨

か
ら
出
土
し
た
草
筆
の
ス
ケ
ッ
チ
に
「
下
品
下
生
」
の
文
字
の
あ
る

（7i）



も
の
等
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
甘
言
書
見
の
塑
像
木
彫
等
ス
タ

イ
ン
氏
の
「
古
代
和
闘
」
の
圖
版
で
劇
染
ん
で
み
る
も
の
を
眼
の
あ

見
た
り
る
こ
と
の
出
挙
た
の
は
、
こ
よ
な
い
欣
び
で
あ
っ
た
。

向
ひ
側
の
建
物
は
三
室
よ
り
成
る
が
、
何
れ
も
母
国
を
牧
め
、

黒
光
装
置
も
宜
し
き
を
得
て
甚
だ
落
ち
着
い
た
設
備
を
有
す
る
。

吐
魯
蕃
、
彌
蘭
、
和
製
等
中
型
昏
地
か
ら
楽
園
さ
れ
た
も
の
で
、

ス
タ
イ
ン
銑
の
編
纂
し
た
不
朽
の
名
篇
に
よ
っ
て
，
夏
に
そ
の
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
者
は
國
華
の
口
緬
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
み
る
實
物
が
す
ら
り
と

並
ん
で
み
る
の
は
一
大
壮
観
で
あ
る
σ
然
し
全
く
新
し
い
陳
列
で

あ
る
た
め
か
、
目
録
も
解
脱
も
こ
・
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
未
だ

出
來
て
る
な
か
っ
た
。

七
、
ラ
ホ
　
一
　
ル
H
昌
○
δ

　
ラ
ボ
…
ル
の
中
奥
博
物
館
に
健
駄
遅
美
術
、
所
謂
希
臓
風
佛
教

美
術
の
蒐
集
の
鮎
で
有
名
で
あ
る
が
、
館
の
定
礎
弍
は
一
八
九
〇

年
に
行
は
れ
た
と
い
ふ
。
こ
・
の
読
響
に
つ
い
て
は
既
に
案
内
と

目
録
と
が
出
版
さ
れ
て
る
る
が
、
（
国
2
畠
犀
。
諺
ご
U
①
8
9
ひ
7
δ

Ω
三
9
8
夢
の
U
ε
霞
§
o
簿
。
団
》
邑
箏
0
2
0
σ
Q
曳
影
鳥
》
簗
β
三
一
γ

　
　
　
　
　
卵
渡
の
博
物
囎
　
（
橋
工
）

9
H
し
夢
9
。
ヨ
塁
。
欝
ポ
リ
夢
。
門
ρ
ε
O
。
。
・
墨
＝
錠
鷺
。
獅
く
霧
”
》
煽

H
膏
ω
貯
馨
a
O
鋤
芭
o
o
9
琴
o
h
昏
o
O
『
8
8
？
切
詰
（
老
。
・
け
の
2
σ
陣
霞
＄
）

更
に
一
般
に
健
勝
遅
美
術
に
親
し
ま
さ
せ
る
た
め
に
ハ
ン
グ
リ
ー

ブ
ス
氏
の
健
駄
遷
彫
刻
贈
位
（
螢
響
応
。
碧
＄
”
日
頃
b
d
民
島
冨

ω
8
曙
ヨ
O
Q
件
9
μ
ρ
○
巴
。
舞
簿
》
ご
匿
）
が
刊
行
さ
れ
て
る
る
。
そ
れ

は
佛
惚
に
関
す
る
三
十
四
個
の
健
駄
卸
彫
刻
の
爲
眞
を
掲
げ
、
解

説
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
博
物
館
に
於
け
る
講
演
の
筆
記
で

あ
る
。
序
文
に
こ
と
わ
っ
て
あ
る
や
う
に
通
俗
を
主
眼
と
し
專
門

的
な
研
究
者
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
博
物
館
の
藏
品
中

シ
ク
リ
出
土
の
石
造
大
卒
塔
婆
が
最
も
有
名
で
、
そ
の
偉
容
は
断

然
館
内
を
塵
倒
し
て
み
る
観
が
あ
る
。
な
ほ
陳
列
を
見
つ
、
私
の

感
じ
た
こ
と
は
、
手
に
水
瓶
を
下
げ
た
菩
薩
像
を
、
す
べ
て
彌
勒

鞍
薩
と
陳
列
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
如
何
な
る

理
由
に
よ
っ
て
彌
勒
と
い
ふ
個
噺
を
下
し
た
の
で
あ
る
か
明
か
で

な
い
が
、
館
に
は
聞
き
正
す
べ
き
人
も
な
い
の
で
疑
問
を
抱
き
つ

・
退
堕
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
な
ほ
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
は
金
石
文
に
富

め
る
鮎
で
あ
る
。
中
に
は
年
號
の
記
入
さ
れ
て
る
る
も
の
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
斗
・
山
ハ
巷
　
　
櫨
叩
四
號
　
　
　
山
ハ
一
扁

（75）
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印
度
の
博
物
舘
　
（
橋
川
）

る
。
一
例
を
暴
け
る
と
ア
ト
ッ
ク
の
ア
ラ
鵬
土
の
石
（
登
録
悉
號

　
　
　
　
　
カ
　
ニ
　
シ
　
カ

H
》
一
G
◎
q
◎
）
に
は
迦
賦
色
二
王
四
十
旧
年
と
銘
刻
　
さ
れ
、
ポ
サ
プ
リ

℃
○
ω
弓
巨
の
息
ダ
サ
フ
オ
タ
d
錺
p
暁
0
9
の
堀
井
と
い
ふ
意
味
の

文
字
が
あ
．
り
、
．
シ
ヤ
カ
ル
ダ
ル
ラ
出
土
の
も
の
（
同
〕
［
一
蕗
）
に
は

二
王
四
＋
年
、
ト
ロ
ニ
ワ
ド
ラ
串
9
μ
ぎ
費
p
の
堀
井
と
い
ふ
文

博
・
が
あ
り
，
恐
ら
く
佛
教
信
仰
に
基
く
と
思
は
れ
る
井
野
闇
難
の

事
蹟
を
示
し
、
迦
男
色
迦
王
時
代
の
屈
強
な
史
料
に
供
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
金
石
文
は
零
細
と
い
へ
ば
零
細
で
あ
る
が
、
史

料
に
乏
し
い
印
度
佛
敏
史
の
研
究
上
か
ら
い
っ
て
も
、
叉
一
般
文

化
史
上
か
ら
い
っ
て
も
決
し
て
否
々
に
看
過
す
る
こ
と
は
出
來

ぬ
。

入
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
勺
○
ω
財
ρ
ノ
＜
ρ
吋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ル
シ
ヤ
プ
ヲ

私
は
健
駄
羅
王
國
の
故
都
丈
夫
城
の
慧
蹟
を
訪
ふ
べ
く
、
現
在

西
北
経
境
土
の
首
邑
と
な
っ
て
み
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
に
足
を
伸
ば
し

た
。
印
度
黎
民
蕪
の
聯
動
の
激
烈
な
時
で
あ
り
、
屡
々
不
逞
の
徒

に
襲
は
れ
岬
り
。
ヘ
　
シ
ャ
　
ワ
i
昏
ま
試
じ
行
酔
）
・
る
か
ど
・
り
か
は
、
　
卜
志
院
伽
以
來

の
疑
間
で
あ
．
つ
た
が
、
各
方
薩
の
事
構
を
綜
合
し
て
考
へ
る
と
先

　
　
r
　
　
　
　
　
　
策
十
山
ハ
巷
　
策
四
號
　
　
　
山
ハ
一
二

つ
ぐ
危
瞼
は
な
い
と
い
ふ
自
信
を
得
た
の
で
、
ラ
ホ
ー
ル
か
ら

更
に
北
上
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ペ
シ
ャ
フ
ー
の
す
ぐ
西
方
に
カ
イ

バ
ア
腕
飾
塾
回
）
山
）
曾
男
。
。
器
が
あ
り
、
百
九
十
哩
に
し
て
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
都
カ
ブ
ー
ル
に
達
す
る
こ
と
が
出
濁
る
。
騎
駝
の
脊

に
身
を
托
す
れ
ば
唱
週
属
に
し
て
、
カ
ブ
ー
ル
に
人
る
こ
と
が
出

來
る
と
の
話
で
あ
る
。
こ
の
隙
路
こ
そ
、
西
方
文
化
の
印
度
流
入

の
驕
門
で
あ
っ
て
、
黒
山
大
王
も
こ
の
隙
穴
を
越
え
て
ペ
シ
ヤ
ワ

…
の
地
に
入
り
來
り
、
ヘ
ラ
ス
の
文
化
に
績
々
と
し
て
流
れ
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
さ
て
は
ペ
ル
シ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
の
文
化
も
、
時
の

流
れ
行
く
ま
、
に
こ
の
關
門
よ
り
入
っ
て
、
印
度
大
笹
島
に
花
を

開
き
實
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
私
は
法
顯
・
立
辞
等
の
渡
天
三
藏

を
偲
び
、
彼
を
思
ひ
此
を
思
ふ
て
一
種
の
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
興
奮

を
壁
え
、
ペ
シ
ャ
フ
ー
到
着
の
一
夜
は
容
易
に
眠
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
博
物
館
、
そ
れ
は
も
と
ヰ
ク
ト
リ
ア
記
念
館
で
あ

っ
た
が
，
今
は
健
駄
遜
美
構
の
大
殿
堂
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は

ス
プ
ー
ナ
ー
博
士
d
●
φ
ω
》
0
9
蓬
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
方
の

ω
募
洋
亭
尉
⇔
三
〇
剛
及
び
臼
聾
署
長
切
塾
鉱
か
ら
獲
掘
さ
れ
た
も
の
で
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藏
品
は
前
に
ス
プ
ー
ナ
i
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
目
録
の
重
版
と

な
っ
た
が
、
不
宣
更
に
詔
旨
グ
リ
…
ブ
ス
氏
に
よ
っ
て
塘
訂
磁
版

さ
れ
た
。
（
国
3
鵠
⇔
お
冨
婁
霧
”
鵠
嘗
鳥
σ
0
9
肖
8
夢
①
ω
o
昌
∪
君
お
ω

貯
爵
。
娼
¢
。
・
冨
≦
鷺
竃
蕩
①
鴬
β
一
り
。
。
9
9
旧
鶏
欝
）
抑
々
健
・
駄
遷
地

方
に
於
け
る
獲
掘
は
｝
九
〇
二
年
よ
り
最
近
で
は
一
九
二
四
年
に

至
る
ま
で
、
そ
の
問
前
後
十
二
回
行
は
れ
て
る
る
が
，
そ
の
出
土

の
遣
物
の
大
部
分
が
こ
の
博
物
館
の
内
容
と
な
り
、
階
上
階
下
の

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

陳
列
棚
に
ぎ
っ
し
り
詰
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
日
本
佛
敏
美
術
の

扇
大
源
流
を
な
す
健
選
言
の
作
品
を
、
私
は
附
く
こ
と
を
知
ら
す

に
見
馨
し
た
が
、
特
に
肖
像
學
上
得
る
所
は
頗
る
多
か
っ
た
。
然

し
今
こ
れ
を
細
説
す
る
逞
を
有
せ
ぬ
。

　
最
も
有
名
な
迦
風
色
藩
王
の
青
銅
製
子
骨
忌
避
は
館
長
室
の
四

魔
内
に
保
管
さ
れ
て
る
る
の
で
乞
ふ
て
こ
れ
を
見
る
を
得
た
、
銘

文
は
キ
ャ
ロ
ス
テ
ィ
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
全
て
三
行
、
U
は

蓋
の
上
面
に
、
二
と
三
は
身
の
上
部
と
下
部
、
花
環
人
物
群
像
の

浮
彫
の
間
に
顯
線
を
以
て
彫
り
込
ま
れ
て
み
る
。
時
間
の
不
足
を

歎
じ
て
み
る
私
を
捉
へ
て
、
こ
Σ
の
管
理
者
か
ら
大
乗
・
小
冊
の

、
、
別
を
尋
ね
ら
れ
、
簡
翠
に
納
得
し
て
く
れ
な
い
の
で
大
い
に
困
ら

　
　
　
　
　
蔵
渡
の
簿
物
館
　
（
鵬
川
）

さ
れ
た
は
、
該
容
器
の
印
象
を
一
丁
強
く
し
た
、
な
ほ
一
通
り
ペ

シ
ャ
ワ
i
聖
岳
を
見
，
城
外
の
遺
蹟
を
踏
査
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

こ
と
は
他
の
機
會
に
護
っ
て
お
か
う
。

　
　
九
、
タ
キ
シ
ー
ラ
8
舞
費
（
ω
霞
鉱
内
9
芭

　
ク
　
シ
ャ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ク
シ
ヤ
シ
ど

　
貴
霜
王
朝
の
造
蹟
を
探
る
べ
く
タ
キ
シ
ー
ラ
（
古
へ
の
豪
勢
始

ヲ羅
）
に
引
返
し
、
も
と
の
獲
掘
事
務
所
現
在
の
タ
キ
シ
…
ラ
博
物

館
を
訪
ふ
て
嚢
掘
魚
見
學
の
許
可
謹
を
受
け
、
忙
し
く
遺
蹟
を
一

巡
し
た
上
で
，
博
物
館
に
一
日
暮
し
た
。
新
設
の
館
だ
け
に
陳
剰

品
の
目
録
も
出
版
さ
れ
て
る
な
い
、
天
井
の
高
い
客
歳
建
の
一
棟

に
陳
列
さ
れ
た
健
駄
選
美
術
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
に
亜
ぐ
豊
富
さ
で

あ
る
。
殊
に
ジ
ヨ
ー
リ
ア
ン
卒
塔
婆
H
p
集
磐
か
ら
獲
見
さ
れ
た

五
個
の
塑
造
黒
頭
（
高
約
二
尺
）
の
如
き
、
そ
の
美
し
さ
に
慨
惚
た

ら
し
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
蒐
書
と
共
に
何
れ
も
四
五
世
紀

の
作
と
見
倣
さ
れ
て
る
る
。

　
室
の
中
央
に
置
か
れ
て
み
る
誕
。
腎
ρ
嵩
。
蜀
費
第
九
洞
卒
塔

婆
塑
型
は
全
高
約
扁
丈
五
尺
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
に
於
け
る
塔

婆
襟
式
の
｝
典
型
と
し
て
貴
重
し
得
る
。
な
ほ
同
地
中
心
塔
婆
南

　
　
　
　
　
　
第
・
丁
山
ハ
巻
　
　
第
纐
回
號
　
　
　
山
ハ
一
三
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爾
嵐
の
博
物
鹸
（
樵
現
）

齎
の
塑
造
浮
彫
が
第
十
三
號
陳
列
函
に
移
さ
れ
て
み
る
が
、
前
記

の
語
頭
と
同
時
代
の
も
の
で
，
獅
子
座
上
の
本
奪
（
頭
部
及
び
爾

手
玉
損
）
を
中
心
と
し
て
左
右
均
勢
に
菩
薩
像
等
の
配
置
さ
れ
た

置
土
山
回
の
原
型
と
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
研
究
は
三
二
に

譲
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
健
駄
選
美
術
の
｝
問
題
と
し
て
こ
』
に

舞
け
て
お
か
う
。

一、

宦
A
ラ
ク
ノ
ウ
冒
二
〇
押
二
〇
〆
＜

　
タ
キ
シ
ー
ラ
か
ら
東
南
を
指
し
て
下
り
、
恒
河
の
上
流
を
渡
っ

た
時
は
、
重
荷
を
下
し
た
や
う
な
氣
に
な
っ
た
。
恒
河
の
流
域
は

佛
教
書
鮮
の
地
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
長
い
聞
の
憧
憬
の
聖
地

で
あ
る
。
然
し
時
日
に
制
限
さ
れ
た
活
写
で
あ
る
た
め
に
羅
愈
の

四
大
聖
蹟
も
成
道
（
佛
三
選
耶
）
と
初
弾
法
輸
（
鹿
野
苑
）
と
の
二
を

訪
ね
得
た
の
み
で
あ
っ
た
　
而
し
て
恒
河
流
域
地
方
の
博
物
館
と

し
て
ば
ラ
ク
ノ
ウ
、
サ
ル
ナ
ー
ト
、
バ
｝
ナ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
四

を
一
見
し
た
か
ら
場
下
こ
の
料
地
の
博
物
館
に
つ
い
て
記
さ
う
。

　
ラ
ク
ノ
ウ
の
博
物
館
、
そ
の
名
を
8
｝
6
》
O
く
営
O
Σ
鍔
賃
。
・
o
語
昌

と
い
ふ
。
マ
ッ
ラ
派
彫
刻
を
多
く
牧
蔵
す
る
を
以
て
有
名
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
策
十
六
巷
　
纂
四
盤
　
　
六
一
殴

が
。
そ
の
全
部
に
亙
る
臼
録
も
患
來
て
居
ら
す
、
陳
列
の
カ
ー
ド

も
漁
る
者
に
は
あ
り
、
或
る
者
に
は
無
く
整
理
不
＋
分
の
嫌
ひ
が

あ
る
の
は
癒
憾
で
あ
る
。
裁
量
入
淫
葉
の
地
ク
シ
ナ
ヤ
ガ
ラ
郎
ち

今
の
カ
シ
ァ
勢
路
の
嚢
掘
の
行
は
れ
た
の
は
，
一
九
〇
四
年

か
ら
五
年
に
亙
っ
て
ゴ
あ
る
が
、
そ
の
嚢
掘
品
例
へ
ば
浬
葉
塔
婆

の
塑
造
佛
坐
豫
や
大
般
浬
榮
像
の
銘
等
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ

り
，
眠
園
精
舎
の
あ
っ
た
O
Q
夢
宰
累
替
。
け
出
土
の
も
の
も
併
せ

て
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
金
石
文
の
部
に
は
フ
ヰ
シ
ェ
カ
王
三
十
五
年
在
銘
の
石
造
佛
坐

像
や
グ
プ
タ
ニ
三
〇
歯
止
花
銘
の
石
門
氾
佛
立
像
・
等
あ
っ
て
、
造
嫁
史

研
究
の
基
準
と
す
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。
私
は
館
の
事
務
所
で

グ
プ
タ
、
マ
ウ
カ
…
リ
ー
時
代
の
貨
幣
黛
録
｝
冊
を
求
め
て
、
館

を
禺
で
馬
車
を
騙
っ
て
騨
に
引
き
返
し
た
。

『
一
、
サ
ル
ナ
ア
ト
ω
鍵
霧
費

　
サ
ル
ナ
ァ
ト
と
は
鹿
野
苑
の
謂
で
あ
っ
て
、
ペ
ナ
レ
ス
の
郊
外

に
あ
る
。
鹿
野
苑
に
あ
っ
た
数
多
い
傅
院
は
十
分
に
忍
言
さ
れ
調

査
も
行
学
き
そ
の
拙
土
品
を
牧
嘉
す
べ
く
揺
云
云
蹟
の
附
近
に
建
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て
ら
れ
た
の
が
即
ち
》
周
9
器
9
0
α
・
募
一
毛
塁
Φ
β
彰
で
あ
る
σ
登
撫

の
顛
宋
及
び
館
の
牧
貫
主
に
つ
い
て
は
既
に
臼
録
。
か
出
來
て
る
る

か
ら
詳
細
は
そ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
題
る
。
（
U
∂
．
四
園
融
昌

oQ

艪
ｰ
鉱
”
O
讐
貼
o
o
9
器
o
P
7
Φ
罎
蕊
2
ヨ
○
鴨
》
吋
。
ぎ
8
δ
σ
旨
ざ
ω
賛
銘
け
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ウ
リ
ア

9
げ
異
2
上
り
竃
．
）
嚢
掘
品
は
大
腿
四
分
さ
れ
、
第
一
が
孔
雀
王
朝

　
　
　
　
　
ク
　
シ
ヤ
ナ

代
、
第
二
が
貴
霜
王
朝
代
、
第
三
が
グ
プ
タ
帝
政
時
代
、
第
四
が

そ
れ
よ
り
以
後
と
さ
れ
て
み
る
。
孔
雀
王
朝
代
の
代
表
的
な
も
の

は
い
ふ
迄
も
な
く
阿
育
王
の
建
て
た
石
柱
頭
部
で
あ
る
。
石
柱
頭

部
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
印
度
博
物
館
に
も
二
個
あ
る
が
、
そ
の
雄
麗

の
鮎
に
於
て
到
底
こ
の
鹿
野
苑
の
も
の
に
及
ば
ぬ
。
佛
陀
初
轄
法

輪
を
象
徴
し
て
四
頭
の
獅
子
が
口
を
開
き
、
文
字
通
り
の
獅
子
吼
・

を
示
し
、
そ
の
台
座
の
四
方
に
輪
費
を
重
り
そ
の
間
に
象
長
男
馬

の
四
獣
が
現
は
さ
れ
て
み
る
。
こ
の
四
獣
は
後
世
護
世
四
天
王
を
一

象
徴
す
る
こ
と
Σ
な
っ
て
み
る
が
、
そ
の
排
列
の
順
序
は
象
（
東
）

馬
（
南
）
，
牛
（
西
）
、
獅
（
北
）
で
あ
る
。
今
こ
の
柱
頭
四
獣
に
於
て

は
象
、
獅
が
入
り
替
っ
て
獅
（
東
）
、
象
（
牝
）
と
な
っ
て
み
る
。
阿

育
王
時
代
に
既
に
四
天
王
思
想
が
獲
生
し
て
み
た
か
ど
う
か
は
疑

闇
で
あ
る
が
、
こ
の
四
鰍
が
果
し
て
四
天
王
の
意
味
を
含
む
も
の

と
す
れ
ば
研
究
を
要
す
る
。

　
吹
に
貴
霜
王
朝
代
の
代
表
的
な
も
の
は
、
迦
賦
色
迦
王
統
治
第

．
印
度
の
三
物
館
・
（
橋
川
）

三
年
け
p
猷
に
よ
っ
て
献
ぴ
ら
れ
た
と
台
座
に
銘
刻
の
あ
る
赤
色

砂
岩
造
畢
菅
菩
薩
立
像
で
あ
る
。
右
手
は
肩
よ
り
下
翼
け
て
る
る

が
そ
の
他
に
鹸
損
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
立
像
そ
の
も
の
よ
り
も

台
座
に
見
え
る
餓
鬼
の
姿
は
い
か
ば
か
り
興
味
を
そ
・
つ
た
こ
と

で
あ
ら
う
、
餓
鬼
の
彫
刻
と
し
て
は
恐
ら
く
佛
教
美
術
に
於
け
る

初
見
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
像
の
費
蓋
と
い
ふ
岡

じ
く
赤
色
砂
岩
造
の
頗
る
大
き
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
内
面
の

浮
彫
は
課
程
傷
ん
で
み
る
が
、
蓮
華
文
を
中
心
と
し
て
麗
は
し
い

唐
草
文
機
等
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
地
が
初
耳
法
誘

の
地
で
あ
る
た
め
か
、
縛
法
輪
印
の
像
が
甚
だ
多
い
が
、
六
・
七

世
紀
の
グ
プ
タ
期
の
も
の
と
し
て
は
曽
曾
お
出
し
ご
ヨ
。
。
g
。
の
番
號

あ
る
韓
法
輪
印
度
坐
像
の
如
き
優
秀
な
作
で
あ
る
。
そ
の
他
石
造

小
塔
婆
、
多
撒
の
小
佛
を
幾
列
に
も
彫
っ
た
も
の
師
ち
後
の
千
佛

思
想
の
源
流
を
な
す
も
の
等
注
意
す
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。

　
　
　
一
二
、
バ
　
ト
　
ナ
男
薄
⇔
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ア
ク
リ
プ
ト
ン

　
阿
育
王
の
篤
し
た
船
霊
陀
國
の
首
都
華
氏
城
、
そ
れ
は
現
在
の

掛
け
爵
で
あ
る
。
私
は
華
氏
城
の
戴
蹟
を
見
る
べ
く
バ
ト
ナ
に
來

た
が
、
歴
史
に
關
心
を
有
す
る
と
見
て
と
っ
た
ホ
テ
ル
の
支
配
人

は
、
私
に
昨
年
（
一
九
三
〇
年
）
こ
の
地
に
博
物
館
の
建
設
さ
れ
た

轄耀

¥
山
ハ
巷
　
餓
瓢
四
號
　
　
　
山
田
　
五
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・
印
度
の
博
物
館
　
（
橋
川
）

こ
と
を
告
渉
た
。
こ
れ
は
全
く
初
耳
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
早
速
撃

備
を
と
、
の
へ
て
そ
の
博
物
館
目
6
℃
翼
長
自
岳
Φ
毎
5
に
出
か

け
た
O
肺
畢
氏
城
逡
踏
一
の
話
簑
m
猟
…
は
一
あ
ル
ニ
山
パ
ー
二
七
席
†
、
　
二
七
｝
…

一
二
八
年
の
二
回
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
紀
元
前
二
千
年
と
爾

す
る
石
器
銅
器
類
が
嚢
見
さ
れ
，
古
さ
に
於
て
は
印
度
河
流
域
の

モ
ヘ
ン
ド
ジ
ャ
ロ
や
ハ
ラ
ッ
パ
の
遺
蹟
に
次
ぎ
、
印
度
の
史
前
學

に
有
力
な
材
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
が
．
私
の
興
味
は
そ
れ
で

は
な
く
て
佛
教
興
隆
以
後
で
あ
る
。
孔
雀
王
朝
代
に
慨
す
る
石
造

婦
人
像
、
牛
の
像
あ
る
石
造
柱
頭
は
何
れ
も
鹿
野
苑
な
る
石
柱
と

同
鋪
様
式
で
、
當
代
の
美
徳
研
究
上
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

り
、
蓮
花
文
あ
る
バ
ル
ブ
…
ト
の
石
造
膏
血
も
亦
注
意
に
値
す

る
。
ス
ワ
ッ
ト
谷
獲
見
の
健
駄
蓬
彫
刻
も
砦
干
あ
る
が
、
佛
陀
伽

耶
の
中
世
丹
塗
に
富
ん
で
ゐ
⇔
。
そ
の
佛
陀
世
説
愚
見
の
も
の
・

中
に
「
香
邑
、
皇
清
六
十
八
毒
編
墓
龍
燈
墓
、
遊
光
世
三
年
春
月

吉
日
立
」
の
銘
あ
る
墓
碑
の
あ
る
の
を
珍
ら
し
く
感
じ
た
。

二
ご
、
カ
〃
、
カ
ッ
タ
0
9
9
糞
ρ
●

　
ア
マ
ラ
ワ
テ
ィ
彫
刻
を
有
す
る
た
め
に
マ
ド
ラ
ス
博
物
館
が
有

名
な
る
が
如
く
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
印
度
博
物
館
は
バ
ル
フ
ー
ト
彫

刻
を
士
官
す
る
の
で
知
ら
れ
て
み
る
。
の
み
な
ら
す
印
度
博
物
館

第
十
山
目
黒
　
　
餓
〃
凶
號
　
　
　
山
ハ
一
山
ハ

の
名
に
背
か
す
各
地
昏
時
代
の
美
術
に
亙
り
、
そ
の
豊
冨
な
る
鮎

に
於
て
は
印
度
最
大
と
籍
し
て
よ
い
。
バ
ル
フ
ー
ト
塔
婆
b
d
冨
夢
霧

は
べ
ナ
レ
ス
、
ア
ラ
バ
バ
ー
ド
の
西
南
、
ナ
ゴ
ド
累
お
o
O
地
方

に
あ
る
が
、
そ
の
彫
刻
の
殆
ん
ど
全
部
が
こ
の
博
物
館
に
蓮
ば
れ

て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
の
美
術
的
贋
値
に
つ
い
て
は
カ
ン
一
一
ン
ガ

ム
の
「
バ
ル
フ
ー
ト
の
卒
塔
婆
」
以
來
幾
多
の
研
究
調
査
が
獲
表
さ

れ
て
み
る
か
ら
。
事
新
し
く
こ
、
に
蓮
べ
る
迄
も
な
い
。

　
バ
ト
ナ
附
近
で
獲
見
さ
れ
た
紀
元
爺
三
世
紀
と
思
し
き
藥
叉
像

ワ
ツ
デ
ル
博
士
に
よ
っ
て
獲
見
さ
れ
た
華
氏
城
の
ス
ン
が
時
代
の

欄
楯
、
梁
の
残
質
量
は
見
蓬
せ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
健
駄
蓬
美
衛
室

の
中
央
に
置
か
れ
て
み
る
ス
ワ
ツ
ト
谷
獲
見
の
石
造
小
塔
は
完
存

し
て
み
る
だ
け
に
重
費
で
あ
、
り
、
そ
の
他
鹿
野
苑
、
タ
キ
シ
ー
ラ

早
鼓
伽
耶
よ
り
も
た
ら
れ
た
佛
像
は
頗
る
撒
多
い
。
阿
育
王
の
勅

令
を
全
部
石
膏
で
複
製
し
た
も
の
も
そ
の
道
の
参
考
に
資
す
る
こ

と
が
綴
凝
る
〇

　
二
月
と
は
い
へ
内
地
の
眞
夏
の
や
う
に
暑
い
満
蕗
を
盆
復
し
て

静
か
に
過
す
こ
と
の
禺
來
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
博
物
館
に
つ
い
て
な

ほ
記
す
べ
き
こ
と
は
多
く
残
さ
れ
て
み
る
が
、
わ
が
印
度
博
物
館

巡
遊
記
と
し
て
は
一
旦
こ
・
で
維
を
納
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
勲
黒
ハ
焦
∴
甑
阿
リ
ニ
十
二
日
）

（80）


